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  平成３０年１２月５日（水曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第６０号 平成３０年度上山市一般会計補正予算（第４号） 

 議第６１号 平成３０年度上山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議第６２号 平成３０年度上山市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 議第６３号 平成３０年度上山市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１４人） 

       守  岡     等  委員         井  上     学  委員 

       中  川  と み 子  委員         髙  橋  恒  男  委員 

       谷  江  正  照  委員         佐  藤  光  義  委員 

       枝  松  直  樹  委員         浦  山  文  一  委員 

       坂  本  幸  一  委員         大  沢  芳  朋  委員 

       川  崎  朋  巳  委員         尾  形  み ち 子  委員 

       長  澤  長右衛門  委員         髙  橋  義  明  委員 

 

欠席委員（１人） 

       棚  井  裕  一  委員 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  塚  田  哲  也 副 市 長 

金  沢  直  之 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  舟  越  信  弘 税 務 課 長 

土  屋  光  博 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福祉事務所長  鈴  木  英  夫 商 工 課 長 

尾  形  俊  幸 観 光 課 長  前  田  豊  孝 
農 林 課 長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 
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漆  山     徹 農業夢づくり課長  近  埜  伸  二 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

井  上  咲  子 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

齋  藤  智  子 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  渡  辺  る  み 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

佐  藤     毅 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  後  藤  彩  夏 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

午前１０時００分 開 会 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○中川とみ子委員長 出席委員は定足数に達し

ておりますので、これより予算特別委員会を開

会いたします。 

 予定された当予算特別委員会の日程は、本日

１日でありますので、各委員の御協力をお願い

いたします。 

 今期定例会において当予算特別委員会に付託

されました案件は、補正予算４件であります。 

 これより直ちに審査に入ります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第６０号 平成３０年度上山市 

       一 般 会 計 補 正 予 算 

       （第４号） 

 

○中川とみ子委員長 議第６０号平成３０年度

上山市一般会計補正予算（第４号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 財政課長。 

〔平吹義浩財政課長 登壇〕 

○平吹義浩財政課長 命によりまして、議第６

０号平成３０年度上山市一般会計補正予算（第

４号）について御説明申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 平成３０年度上山市の一般会計補正予算（第

４号）は、次に定めるところによるものであり

ます。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算
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の総額に歳入歳出それぞれ３億４００万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１５０億２，６００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追

加は、「第２表繰越明許費補正」によるもので

あります。 

 債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為

の追加は、「第３表債務負担行為補正」による

ものであります。 

 地方債の補正、第４条、地方債の追加及び変

更は、「第４表地方債補正」によるものであり

ます。 

 それでは、歳入歳出予算補正について御説明

申し上げますので、２ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正について、最初に歳

入から申し上げます。 

 １４款国庫支出金は２，５２５万３，０００

円を増額し、補正後の額を１３億８，１９７万

円とするものでありますが、１項国庫負担金で

２，１０８万４，０００円、２項国庫補助金で

４１６万９，０００円の増によるものでありま

す。 

 １７款寄附金は１億８，０１０万円を増額し、

補正後の額を９億２，１１０万円とするもので

あります。 

 １８款繰入金は３，８５４万４，０００円を

減額し、補正後の額を６億５，５５５万６，０

００円とするものであります。 

 ２０款諸収入は５５９万１，０００円を増額

し、補正後の額を１１億８，５０１万６，００

０円とするものでありますが、５項雑入の増に

よるものであります。 

 ２１款市債は１億３，１６０万円を増額し、

補正後の額を１４億１，８３０万円とするもの

であります。 

 以上の結果、歳入合計では３億４００万円を

増額し、補正後の歳入合計を１５０億２，６０

０万円とするものであります。 

 次に、歳出について申し上げますので、３ペ

ージをごらんください。 

 １款議会費は、１項議会費を４５万８，００

０円減額し、補正後の額を１億５，６８１万７，

０００円とするものであります。 

 ２款総務費は６，５３８万７，０００円を増

額し、補正後の額を２１億９，１８１万７，０

００円とするものでありますが、これは１項総

務管理費で８，２４２万円の増、２項徴税費で

１，５２４万８，０００円の減、３項戸籍住民

基本台帳費で２９万８，０００円、４項選挙費

で８，０００円の増、５項統計調査費で２０７

万８，０００円、６項監査委員費で１万３，０

００円の減によるものであります。 

 ３款民生費は３，５８０万６，０００円を増

額し、補正後の額を４４億１，９９５万３，０

００円とするものでありますが、これは１項社

会福祉費で５６０万５，０００円の増、２項児

童福祉費で１，１７７万３，０００円の減、３

項生活保護費で４，１９７万４，０００円の増

によるものであります。 

 ４款衛生費は、１項保健衛生費を４８万２，

０００円増額し、補正後の額を８億３，５２１

万４，０００円とするものであります。 

 ６款農林水産業費は６９万４，０００円を増

額し、補正後の額を５億６，７６６万３，００

０円とするものでありますが、これは１項農業

費で１５４万８，０００円の増、２項林業費で
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８５万４，０００円の減によるものであります。 

 ７款商工費は、１項商工費を３５７万１，０

００円減額し、補正後の額を１４億７，３２４

万３，０００円とするものであります。 

 ８款土木費は９０４万３，０００円を増額し、

補正後の額を１３億８，４１１万８，０００円

とするものでありますが、これは１項土木管理

費で３１０万８，０００円の減、次のページを

お開きください。２項道路橋梁費で３７７万円、

４項都市計画費で９１７万９，０００円の増、

５項住宅費で７９万８，０００円の減によるも

のであります。 

 ９款消防費は、１項消防費を１８万９，００

０円減額し、補正後の額を６億１，９９５万円

とするものであります。 

 １０款教育費は１億９，６８０万６，０００

円を増額し、補正後の額を１６億２，３５６万

円とするものでありますが、これは１項教育総

務費で３６４万円、２項小学校費で１億９３４

万７，０００円、３項中学校費で６，１８９万

５，０００円、４項学校給食費で１，９４８万

６，０００円、５項社会教育費で４１８万円の

増、６項保健体育費で１７４万２，０００円の

減によるものであります。 

 以上の結果、歳出合計では３億４００万円を

増額し、補正後の歳出合計を１５０億２，６０

０万円とするものであります。 

 次に、今回の補正につきましては、人件費の

補正を計上しておりますので、給与費明細書に

ついて御説明申し上げます。 

 ６０ページをお開きいただきたいと思います。 

 最初に、特別職について御説明申し上げます。 

 長等では２万９，０００円の減でありますが、

共済負担金率の変更によるものであります。 

 次のページをお開きください。 

 一般職について御説明申し上げます。 

 平成３０年度当初予算編成時と比べ、給与費

は早期退職者、職員採用が予定を下回ったこと、

一般会計と他会計間での人事異動及び育児休業

取得等の影響で５，３９４万４，０００円の減、

共済費は同様の事由に加え、共済負担金率の変

更により６４２万８，０００円の減で、合計で

は６，０３７万２，０００円の減となり、これ

に退職手当組合負担金５２５万７，０００円の

減と合わせますと、一般職の職員人件費は６，

５６２万９，０００円の減額となるものであり

ます。 

 以上が給与費明細書の説明でありますが、た

だいまから御説明申し上げます事項別明細書の

中で措置しております特別職給与等及び職員人

件費に関しましては、給与費明細書で説明した

もの及び人事異動によるものであることから、

詳細な説明を省略させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 次に、事項別明細書について御説明申し上げ

ます。 

 歳出から御説明申し上げますので、１３ペー

ジ、１４ページをお開きください。 

 最初に、１款議会費１項１目議会費は４５万

８，０００円の減でありますが、職員人件費の

減によるものであります。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は

１，５０３万３，０００円の減でありますが、

人事管理費では早期退職者や新たな事務等へ対

応するために、非常勤・日々雇用職員に関する

経費を増額する一方で、特別職給与費では共済

費の減、職員人件費では人事異動及び職員の育

児休業取得等により減額となったことによるも

のであります。 

 ６目企画費は９，７４０万円の増であります
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が、ふるさと納税推進事業費で寄附額の増加に

伴う経費の増であります。 

 ９目交通安全対策費は５万３，０００円の増

でありますが、職員人件費の増によるものであ

ります。 

 ２項徴税費１目税務総務費は１，５２４万８，

０００円の減でありますが、職員人件費の減に

よるものであります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費は２９万８，０

００円の増でありますが、戸籍住民基本台帳事

務費で住民基本台帳法施行令の改正により平成

３１年度に実施予定の個人番号カードへの旧姓

の併記と、旧姓を署名用電子証明へ追加記録す

るためのシステム改修経費による増と職員人件

費の減によるものであります。 

 次のページをお開きください。 

 ４項選挙費１目選挙管理委員会費は８，００

０円の増でありますが、職員人件費の増による

ものであります。 

 ５項統計調査費１目統計調査総務費は２０７

万８，０００円の減でありますが、職員人件費

の減によるものであります。 

 ６項１目監査委員費は１万３，０００円の減

でありますが、職員人件費の減によるものであ

ります。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務

費は２１万６，０００円の減でありますが、国

民健康保険特別会計繰出金で会計間の人事異動

に伴う人件費の増嵩に対応した繰出金の増と職

員人件費の減によるものであります。 

 ３目高齢者福祉費は３９７万７，０００円の

増でありますが、介護保険特別会計繰出金で会

計間の人事異動に伴う人件費の増嵩による繰出

金の増と職員人件費の減によるものであります。 

 ４目国民年金費は１８４万４，０００円の増

でありますが、職員人件費の増によるものであ

ります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費は１，１

７７万３，０００円の減でありますが、職員人

件費の減によるものであります。 

 ３項生活保護費１目生活保護総務費は７３万

５，０００円の減でありますが、職員人件費の

減によるものであります。 

 ２目扶助費は４，２７０万９，０００円の増

でありますが、生活保護援護事業費で生活保護

扶助費の増と国庫及び県支出金の精算返還金を

措置することによるものであります。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務

費は４８万２，０００円の増でありますが、保

健対策推進事業費における職員人件費の減及び

職員人件費の増によるものであります。 

 ６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会

費は２８万２，０００円の減でありますが、農

業者年金事業費における職員人件費の減及び、

次のページをお開きください。職員人件費の増

によるものであります。 

 ２目農業総務費は７８万４，０００円の減で

ありますが、職員人件費の減によるものであり

ます。 

 ４目畜産業費は２６１万４，０００円の増で

ありますが、職員人件費の増によるものであり

ます。 

 ２項林業費１目林業総務費は８５万４，００

０円の減でありますが、職員人件費の減による

ものであります。 

 ７款１項商工費１目商工総務費は３５７万１，

０００円の減でありますが、職員人件費の減に

よるものであります。 

 ８款土木費１項土木管理費１目土木総務費は



－９６－ 

３１０万８，０００円の減でありますが、職員

人件費の減によるものであります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項道路橋梁費１目道路橋梁総務費は３７７

万円の増でありますが、職員人件費の増による

ものであります。 

 ４項都市計画費１目都市計画総務費は８９０

万５，０００円の増でありますが、公共下水道

事業特別会計繰出金で、人事異動に伴う人件費

の増嵩による繰出金の増と職員人件費の減によ

るものであります。 

 ３目公園費は２７万４，０００円の増であり

ますが、職員人件費の増によるものであります。 

 ５項住宅費１目住宅管理費は７９万８，００

０円の減でありますが、職員人件費の減による

ものであります。 

 ９款１項消防費１目常備消防費は１８万９，

０００円の減でありますが、職員人件費の減に

よるものであります。 

 １０款教育費１項教育総務費１目教育委員会

費は３６４万円の増でありますが、教育長給与

等及び職員人件費の増によるものであります。 

 次のページをお開きください。 

 ２項小学校費１目学校管理費は１億９３４万

７，０００円の増でありますが、小学校整備事

業費に西郷第一小学校及び中川小学校へ早期に

エアコンを整備するために必要な設計委託料、

工事監理委託料及び工事請負費を措置すること

と、職員人件費の減によるものであります。 

 ３項中学校費１目学校管理費は６，１０９万

２，０００円の増でありますが、中学校整備事

業費で北中学校及び宮川中学校へ早期にエアコ

ンを整備するために必要な設計委託料、工事監

理委託料及び工事請負費を措置する一方で、南

中学校でのエアコン整備事業費の確定見込みに

よる設計委託料、工事監理委託料及び工事請負

費の減並びに職員人件費の減によるものであり

ます。 

 なお、小中学校のエアコン整備は年度内完了

となりませんので、繰越明許費を設定しており

ます。 

 ２目教育振興費は８０万３，０００円の増で

ありますが、中学校就学奨励費で、扶助費とし

て新たに中学校へ就学予定の児童に支給する入

学準備金を従来より前倒しし、就学前に支給す

るための経費を措置することによるものであり

ます。 

 なお、新たに小学校へ就学する児童へも同様

に小学校就学前に支給いたしますが、必要な経

費は既決予算で対応するものであります。 

 ４項１目学校給食費は１，９４８万６，００

０円の増でありますが、給食センター管理費で

平成３１年度から実施する食物アレルギー対応

食の提供に必要な専用調理室を整備するための

工事監理委託料、工事請負費及び備品購入費を

措置すること並びに職員人件費の増によるもの

であります。 

 次のページをお開きください。 

 ５項社会教育費１目社会教育総務費は４１８

万円の増でありますが、職員人件費の増による

ものであります。 

 ５目図書館費は、本市出身の個人１名からい

ただいた指定寄附金１０万円を図書館管理運営

費として活用するため、財源更正を行うもので

あります。 

 ６項保健体育費１目保健体育総務費は１７４

万２，０００円の減でありますが、職員人件費

の減によるものであります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げます。 
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 前に戻りまして、１１ページ、１２ページを

お開きください。 

 最初に、１４款国庫支出金１項国庫負担金１

目民生費国庫負担金は２，１０８万４，０００

円の増でありますが、生活保護費負担金で、被

保護世帯の増加により生活保護費の支出が増加

したことに対応して計上するものであります。 

 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金は４１

６万９，０００円の増でありますが、社会保

障・税番号制度システム整備費補助金で、個人

番号カードへの旧姓の併記等を実施するための

システム改修に対する国庫補助金を計上するも

のであります。 

 １７款寄附金１項１目寄附金は１億８，０１

０万円の増でありますが、指定寄附金とふるさ

と納税寄附金の増額であり、ふるさと納税寄附

金につきましては、補正後の額を９億円とする

ものであります。 

 １８款繰入金１項１目基金繰入金は３，８５

４万４，０００円の減でありますが、財政調整

基金取り崩しを減額するものであります。 

 ２０款諸収入５項３目雑入は５５９万１，０

００円の増でありますが、国庫支出金過年度精

算分で平成２９年度の生活保護負担の確定によ

り不足額の追加交付分を計上するものでありま

す。 

 ２１款市債１項市債５目教育債は１億３，１

６０万円の増でありますが、小中学校へのエア

コン整備を実施するため、中学校施設整備事業

及び小学校施設整備事業を計上するものであり

ます。 

 次に、第２表繰越明許費補正について御説明

申し上げますので、５ページをお開きください。 

 今回の補正は追加であります。 

 １０款教育費２項小学校費、小学校整備事業

費は６，６９３万９，０００円、３項中学校費、

中学校整備事業費は５，３０７万９，０００円

でありますが、歳出で御説明した、各学校にお

けるエアコン整備が年度内に完了することが困

難であることから、繰越明許費を設定するもの

であります。 

 その結果、補正後の繰越明許費は１億２，３

７１万８，０００円となるものであります。 

 次に、第３表債務負担行為補正でありますが、

今回の補正は追加であります。 

 第７次上山市振興計画後期基本計画の策定・

運用管理業務につきましては、後期基本計画の

策定と運用管理業務及び計画の運用を効率的に

進めるシステム構築を図るため、委託業者を平

成３０年度に選定することから、平成３０年度

から平成３１年度までの期間で８４０万８，０

００円を限度額とするものであります。 

 最後に、第４表地方債補正について御説明申

し上げますので、６ページをお開きください。 

 初めに、追加でありますが、起債の目的は小

学校施設整備事業、限度額８，５６０万円で、

起債の方法は普通貸借または証券発行とし、利

率は借り入れ先との協定によるものとするもの

であります。ただし、利率見直し方式で借り入

れる資金について利率の見直しを行った後にお

いては、当該見直し後の利率とするものであり

ます。 

 償還の方法は、借り入れ先の融資条件による

ものであります。ただし、財政上の都合により

据え置き期間及び償還期限を短縮し、または繰

上償還もしくは低利に借りかえすることができ

るものとするものであります。 

 次に、変更でありますが、中学校施設整備事

業の限度額を４，６００万円増額し、補正後の

限度額を１億６７０万円とするものであります。 
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 追加及び変更の結果、補正後の限度額を１４

億１，８３０万円とするものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を区分し、繰越明許費、債

務負担行為及び地方債は歳入とあわせて行いま

す。 

 初めに、歳出からの質疑とし、１款議会費、

２款総務費についての質疑、発言を許します。 

 枝松委員。 

○枝松直樹委員 では、ふるさと納税について、

ちょっとお伺いいたします。 

 最終的に９億円ということに目標が設定され

たわけでございますが、これによって本市では

大変恩恵にあずかっていると私は認識しており

ますけれども。 

 今現在、圧倒的に多いものが「市長お任せ」

というコースだと思うんですけれども、過日訪

問した長崎県平戸市においては、そこはふるさ

と納税日本一になった経験があるんですけれど

も、物だけではなくて、やっぱり何かをする、

そのために寄附をしてほしいということで大転

換を図りまして、そのために納税額もがくんと

減ったんですけれども、それでも、いつまで続

くかわからない財源であるし、とにかく「物か

ら事へ」という転換を図って、寄附されたもの

は何に使ったか明確に明示をするというやり方

に今、転換をしております。 

 私どもの町でも圧倒的に多いものが「市長お

任せ」なんですが、それはどこに使われたのか

ということについては寄附者が知り得ないと思

うんですけれども、例えばクアオルト推進事業

にこれだけ使ったとか、そういったことに対し

て市民及び寄附者に周知するというような、ふ

るさと納税の今後に対する改革の方針というか、

視点があれば伺いたいと思います。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 使途の内容につきま

しては、毎年度、決算後に、こういったことに、

具体的に、例えば「市長お任せ」となったもの

についても、こういったものに、このくらいの

金額を使っておりますということで、ホームペ

ージ上等でも公表させていただいておりますの

で、そのあたり明示はさせていただいておりま

す。 

 それと、返礼の中身ということで、「物から

事へ」ということの考え方、持っておられる市

町村もあるということで認識はしておりますの

で、今後どういう中身の返礼がいいのかという

ことに関しましても検討してまいりたいと思っ

ております。 

○中川とみ子委員長 枝松委員。 

○枝松直樹委員 わかりました。 

 ただ、より具体的に明示をしていただければ

というふうに、事業名ですね、例えば。ですか

ら、私は、クアオルト推進事業と、これは全国

に誇れるというふうに市長も胸を張っているわ

けですから、これに対してもっと応援してくれ

というような、そういった積極的な、いわゆる

「事」への寄附ということは、やるお考えはご

ざいませんか。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 まず、今現在の項目

立てというものが、グループ化したものを項目

立てしておりますので、最終的にそのグループ

の中でどういった事業に使ったのかというとこ

ろを明示させていただいておりますので、それ

から細分化した上で寄附を求めるということに

関しましては、寄附者の混乱を招く場合もあり
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ますので、精査した上で実施したいというよう

に思っております。 

○中川とみ子委員長 枝松委員。 

○枝松直樹委員 私が申し上げたいことは、特

出しなんですよ、クアオルトは。もう上山の生

命線と言えるものでしょうから、それは特出し

で、今までの分類から外してという意味で申し

上げたんですが、再度お答えください。 

○中川とみ子委員長 市政戦略課長。 

○冨士英樹市政戦略課長 市長のお任せの部分

の中で、基金積み立て等、クアオルトに関する

施設整備のために使っているということは、既

に皆様にも周知しておるところでございますの

で、今のところは現状のグループ分けで行って

いきたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、３款民生費、４款衛生費についての質

疑、発言を許します。 

 守岡委員。 

○守岡 等委員 ３款民生費の生活保護につい

てであります。扶助費で２，８００万円増額し

ているわけですけれども、ふえた要因、その背

景なんかがわかればちょっと教えてほしいんで

すが。これまでにも対象だった人が今まで我慢

していたのか、それとも、そういう環境とかに

急激な変化があって、これだけ扶助費がふえた

のか、その辺の詳細をもしわかれば教えてくだ

さい。 

○中川とみ子委員長 福祉事務所長。 

○鏡 裕一福祉事務所長 まず、生活保護の受

給者ですが、昨年１０月末現在で１５７人で、

ことしの１０月末現在で１６６人ということで、

９名の方の利用がふえております。 

 加えまして、医療扶助についてなんですが、

がんの治療での入院、あと大腿骨の骨折での入

院ということで、それぞれ入院費で月１００万

円以上の高額な医療費がかかっているというこ

とで、それが２カ月から３カ月に及ぶというこ

とで。 

 生活保護費におきましては、医療保険、国民

健康保険に加入できない制度になっております

ので、１０割を生活保護費で負担するという関

係から医療扶助がふえておりまして、今回の増

額の補正を提案しているところでございます。 

○中川とみ子委員長 守岡委員。 

○守岡 等委員 医療扶助がやっぱり大きな要

因であるということで、この医療扶助、国保は

適用にならないということで、同時に高額療養

費なんかも適用にならないという、これがやっ

ぱり大きく影響しているという理解でよろしい

ですか。 

○中川とみ子委員長 福祉事務所長。 

○鏡 裕一福祉事務所長 委員おっしゃるとお

り、医療扶助、１０割、保険適用がならないの

で、同じく高額医療の制度も利用できないとい

うことになっております。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、６款農林水産業費、７款商工費につい

ての質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 
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 次に、８款土木費、９款消防費についての質

疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、１０款教育費についての質疑、発言を

許します。 

 守岡委員。 

○守岡 等委員 就学援助の前倒しということ

で、保護者からは大変喜ばれていると思います。 

 それで、説明の中で、中学校についてはわか

ったんですが、小学校について、ちょっともう

一回。補正を組まなくても前倒しが可能なのか

どうかということと、あと小学校の場合には新

規に就学援助を申請することになるわけですけ

れども、その辺の予想をどのように立てている

のかということについて教えていただけますか。 

○中川とみ子委員長 学校教育課長。 

○遠藤 靖学校教育課長 小学校につきまして

は、既決予算の範囲内での支給が可能であると

いう見通しを持っております。 

 その見通しの根拠でありますが、平成３１年

度就学予定者が２０１名おります。それに、平

成３０年９月２８日現在での市全体の認定率６．

７６％でありましたが、それを掛けて１４人と

いうことで現在、見込んでおるところでござい

ます。 

○中川とみ子委員長 守岡委員。 

○守岡 等委員 今回、前倒しということにな

りましたけれども、これは今後も継続して、就

学援助については事業年度の前に支給すると。

こういうことで理解してよろしいでしょうか。 

○中川とみ子委員長 学校教育課長。 

○遠藤 靖学校教育課長 委員おっしゃるとお

りでございます。 

○中川とみ子委員長 尾形委員。 

○尾形みち子委員 １０款教育費４項学校給食

費についてお尋ねいたします。 

 今回、アレルギーの専用調理室というような

ことで、その施設の内容、生徒、児童の人数も

含めてなんですけれども、また、保護者への通

知のあり方、そして、その食材が本当に個室と、

専用だというようなことを聞いておりますけれ

ども、その辺のところの対応について。 

 というのは、卵から、乳製品から、小麦粉か

ら、いろいろあるようですけれども、そういっ

た児童生徒が今度、小学校に入学するというよ

うなときに、保育園、幼稚園からの、そういう

人数の通達もあるのかどうかということも含め

てお尋ねいたします。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 今回のアレルギー給食専

用室の設置につきましては、既存の仕分け室の

部屋を区切りまして、アレルギー専用調理室を

設置する予定でおります。 

 人数につきましては、毎年、新１年生から６

年生までの保護者に対して、学校を通じて、給

食でアレルギー対応をしなければならない児童

の把握をいたしておりますので、今後もそれと

同様に人数の把握はしていく予定でおりますの

で、来年度のアレルギー給食対応児童数につい

ては、４月前に人数の把握を行う予定となって

おります。 

○中川とみ子委員長 尾形委員。 

○尾形みち子委員 今、話されたように、毎年

１年生から６年生、もちろんこれは中学生も入

っていると思っておりますけれども、給食は、

食の大切さ、そして食事の大切さが基本だと思

っておって、ほかの児童生徒の給食のメニュー

と同様なというようなことが考えられるんです
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けれども、その辺のところも加味されているの

か、お尋ねいたします。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 大変失礼いたしました。

先ほど、１年生から６年生までということで申

し上げましたが、委員おっしゃるとおり、中学

生についても同様に対象者を把握してまいりま

す。 

 今回対応するアレルゲンにつきましては、６

品目の食材について、そのアレルギーを除去す

るという仕方で対応を予定しております。除去

する食品について、各家庭に情報提供をし、除

去食を希望する子どもについては、除去した上

で、ほかの子どもと同じような給食の形で提供

をしたいと考えております。 

○中川とみ子委員長 尾形委員。 

○尾形みち子委員 アレルギー対応でない給食

と全く同じものではないというようなことだと

思うんですけれども、ただ、やはりそういった

ものも含めて、今、言った食の大切さ、それか

ら食事の楽しさも含めての給食ということをお

願いしたいと思っています。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。枝松委員。 

○枝松直樹委員 エアコン設置について伺いま

す。 

 今回のエアコンは、冷房だけに使うのか、暖

房も使うのか。そこをまず伺います。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 今回のエアコン設置につ

きましては、暖房もあわせて行うような機器を

設置する予定としております。 

○中川とみ子委員長 枝松委員。 

○枝松直樹委員 そうしますと、最近のエアコ

ンはかなり効率がいいですし、灯油と比較をし

て、損得勘定ではっきり言って、どの程度の差

があるか、小中学校で切りかえた場合、試算は

しておられますか。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 今回エアコンを設置する

ことについて、電気を使用したエアコンを想定

しておりますけれども、電気の使用料について

は、なかなかエアコンの部分だけの電気料とい

うことが区分しづらいというところはございま

すが、これまで設置をしてきております南小学

校、宮川小学校、あと上山小学校がございます

けれども、上山小学校については、全く新築と

いうことで、比較しにくい部分もありますが、

南小学校及び宮川小学校については、電気料を

比較して、相当量伸びたというような実態もあ

りませんので、想定としては、これまでの電気

料の２割程度の増額になると見込んでおります。 

 また反面、灯油については減額になると見込

んでいるところです。 

○中川とみ子委員長 枝松委員。 

○枝松直樹委員 恐らく灯油より電気のほうが

安いんだろうと私は推測をいたしますが、問題

が１つあって、冬期間エアコンで暖房をします

と、からからになって、インフルエンザの蔓延

というようなことにもつながるんですが、そう

いう対策はどう考えていますか。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 エアコンを設置する、し

ないにかかわらずなんですけれども、各小中学

校全ての教室に加湿器を設置しておりますので、

加湿器等で環境については調整を図っていきた

いと考えております。 

○中川とみ子委員長 枝松委員。 

○枝松直樹委員 伺いますが、灯油の購入量が

減って、市内の業者が嘆いているというような



－１０２－ 

ことについて、何か市役所に苦情のようなもの

がないですか。御理解をいただいておりますか。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 今現在そのようなお話は

いただいておりません。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。川崎委員。 

○川崎朋巳委員 小中学校のエアコン整備につ

いてです。 

 ９月議会での同僚議員の提案によって、前倒

しをしていただくということで、非常にいいこ

となのかなと思います。 

 今回のエアコン整備について、財源を見たと

きに、どちらとも、小学校、中学校とも市債を

起こしての対応ということになっています。 

 国で臨時特例交付金ですか、その対応という

ことも考えられたのかなと思うんですが、今回、

起債での対応となったことについての理由をお

示しいただければと思います。 

○中川とみ子委員長 財政課長。 

○平吹義浩財政課長 財源ですので、私からお

答えさせていただきます。 

 財源につきましては、２つの選択肢がござい

ました。今、委員、御発言のとおり、国の補助

金を使う場合、それから起債だけでいく場合と

いうことで、ただいずれにしても、補助金を使

ったとしても、起債は起こさなければいけない

という状況があります。 

 それで、両者を比較衡量いたしまして、各学

校４校について比較した結果、例えば西郷第一

小学校の場合ですと、補助金を使わないで、起

債だけでいった場合のほうが約５００万円有利

だというような計算がありまして、ほかの３校

についても同様に起債のほうが有利だというよ

うなことで、今回の判断に至ったところでござ

います。 

○中川とみ子委員長 川崎委員。 

○川崎朋巳委員 同規模の周辺自治体ではどの

ような状況なのかについても、改めてお示しく

ださい。 

○中川とみ子委員長 財政課長。 

○平吹義浩財政課長 先月、１３市の財政担当

課長会議がありまして、その中で意見交換をし

たんですけれども、起債だけでいく上山みたい

なやり方は少数派でございました。補助金を使

うというようなことで。 

 ただ、大変話題になりまして、要は何で上山

が補助金を使わないかというと、かいつまんで

申し上げますと、例えば西郷第一小学校は事業

費約４，５００万円を見込んでいるんです。と

ころが、補助対象になるのが３分の１の１，５

００万円なんです。さらに、補助金として来る

のが３分の１ということで、西郷第一小学校の

場合、約５００万円しか補助金が来ないという

ようなことで、要は国が想定している規模より

も事業費が膨らみますと、補助金を使わないほ

うが有利なんだというようなことで、これは各

１３市の中でばらつきが出ていると。そういう

理解でございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。谷江委員。 

○谷江正照委員 先ほどのエアコンの件でござ

いますが、特例交付金ではなく、起債を使って

行うと。この起債をして行うことで、金額的に

はメリットがあると。 

 それと、もう一つ、私は聞きましたところ、

通常、普通教室だけにしかつけられない部分を、

他の教室に、例えば特別教室、音楽室ですとか、

パソコン室ですとか、そういった起債をするこ

とによって、別な教室にもつけられるというよ
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うなこともお聞きしたんですが、本市では、例

えばこの学校では音楽室につけるとか、この学

校では理科室とか、会議室とか、そういったも

のがございましたら、お示しいただきますよう

お願いします。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 今回のエアコン設置につ

きましては、まずは利用頻度の高い普通教室と、

あと特別教室でも利用頻度の高い２特別教室ぐ

らいを想定して、設置を行う予定としておりま

す。 

○中川とみ子委員長 谷江委員。 

○谷江正照委員 もしお示しできれば、この学

校には普通教室と、あとこの教室につくとかと

いうところもお示しいただければと思います。 

○中川とみ子委員長 管理課長。 

○井上咲子管理課長 西郷第一小学校につきま

しては、普通教室４室と、あと普通教室の間に

挟まれている、今、学習室のような形で使用し

ている教室が２室ございますので、それと合わ

せて６室になります。 

 中川小学校につきましては、普通教室６室、

あと特別支援教室が２室、あと特別教室として

音楽室と理科室になります。 

 北中学校につきましては、普通教室が９室と、

特別支援教室が２室、あと特別教室として音楽

室とパソコン室です。 

 宮川中学校につきましては、普通教室が３室

と特別支援教室が１室、あと理科室とパソコン

室になります。 

○中川とみ子委員長 谷江委員。 

○谷江正照委員 詳細な説明、ありがとうござ

います。 

 お聞きしたところの真意は、やはり中学校な

どでは部活動のところで、吹奏楽部とか、そう

いったところが暑い中、部活をすると。そうい

ったときに、そういったところの対応もぜひ考

えてほしいという市民の方の意見もありまして、

今回、議場において課長から詳細な、音楽室に

もつくというような説明があったことによって、

それが市民の話題にも、この場を通じて伝わる

ことによって、安心にもつながるかということ

でお聞きしたところです。 

 ６月の設置に向けて、邁進いただけますよう

お願い申し上げます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で歳出についての質疑を打ち切ります。 

 次に、歳入、繰越明許費、債務負担行為及び

地方債についての質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で議第６０号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第６０号平成３０年度上山市一般会計補正

予算（第４号）は、原案のとおり可決すべきも

のと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６０号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 
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 この際１０分間休憩いたします。 

    午前１０時４７分 休 憩 

                  

    午前１０時５７分 開 議 

○中川とみ子委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第６１号 平成３０年度上山市国 

       民健康保険特別会計補 

       正予算（第２号） 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第６１号平成３

０年度上山市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第６１号平成３０年度上山市国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）について御説明申し上

げます。 

 補正予算書の２７ページをお開き願います。 

 平成３０年度上山市の国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

るものであります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ４００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３億

６，７００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 なお、今回の補正につきましては、人件費の

補正を計上していることから、給与費明細書に

ついて御説明申し上げますので、６３ページ、

６４ページをお開き願います。 

 （１）総括の、補正前との比較ですが、給与

費では２８３万９，０００円の増、共済費では

７５万８，０００円の増、合計で３５９万７，

０００円の増となり、退職手当組合負担金４０

万３，０００円の増と合わせますと４００万円

の増額となるもので、いずれも人事異動に伴う

増額であります。 

 （２）給料及び職員手当の増減額の明細、

（３）給料及び職員手当の状況につきましては

御参照いただきたいと存じます。 

 以上が給与費明細書であります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明でござ

いますが、重複説明を避けるため、事項別明細

書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、３６ページ、

３７ページをお開き願います。 

 １款総務費１項１目一般管理費に４００万円

を追加し、補正後の額を６，４６６万１，００

０円とするものでありますが、職員人件費につ

いて、職員の人事異動に伴い給料等をそれぞれ

増額するものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 ３４ページ、３５ページをお開き願います。 

 ６款繰入金１項１目一般会計繰入金に４００

万円を追加し、補正後の額を２億９，４２６万

４，０００円とするものでありますが、職員給

与費等繰入金を増額するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第６１号平成３０年度上山市国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

可決すべきものと決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６１号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第６２号 平成３０年度上山市公 

       共下水道事業特別会計 

       補正予算（第１号） 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第６２号平成３

０年度上山市公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 上下水道課長。 

〔秋葉和浩上下水道課長 登壇〕 

○秋葉和浩上下水道課長 命によりまして、議

第６２号平成３０年度上山市公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）について御説明申し

上げますので、補正予算書の３８ページをお開

き願います。 

 平成３０年度上山市の公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よるものであります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１，１００万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１４億９，６００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 なお、今回の補正につきましては、人件費の

補正を計上しておりますので、給与費明細書に

ついて御説明申し上げます。 

 ６５ページ、６６ページをお開き願います。 

 （１）総括の、補正前との比較ですが、給与

費では８７０万３，０００円の増、共済費では

１４９万２，０００円の増、合計では１，０１

９万５，０００円の増となり、退職手当組合負

担金８０万５，０００円の増と合わせますと１，

１００万円の増となるものであります。いずれ

も人事異動による人員の増加などによるもので

あります。 

 （２）給料及び職員手当の増減額の明細と

（３）給料及び職員手当の状況については御参

照いただきたいと存じます。 

 以上が給与費明細書であります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明であり

ますが、重複説明を避けるため、事項別明細書

で御説明申し上げます。 

 最初に、歳出について御説明申し上げますの

で、４７ページ、４８ページにお戻り願います。 

 １款公共下水道費１項１目公共下水道管理費

に８００万円を増額し、補正後の額を５，６０

４万４，０００円とするものでありますが、人

事異動による人件費の増額措置であります。 

 ２目公共下水道事業費に３００万円を増額し、
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補正後の額を７億８，８４１万４，０００円と

するものでありますが、人事異動による人件費

の増額措置であります。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

４５ページ、４６ページにお戻り願います。 

 ４款繰入金１項１目繰入金に１，１００万円

を増額し、補正後の額を２億３，４５６万９，

０００円とするものでありますが、これは職員

人件費を一般会計繰入金で措置するものであり

ます。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第６２号平成３０年度上山市公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り可決すべきものと決することに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６２号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第６３号 平成３０年度上山市介 

       護保険特別会計補正 

       予 算（第２号） 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第６３号平成３

０年度上山市介護保険特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第６３号平成３０年度上山市介護保険特別会計

補正予算（第２号）について御説明申し上げま

す。 

 補正予算書の４９ページをお開き願います。 

 平成３０年度上山市の介護保険特別会計補正

予算（第２号）は、次に定めるところによるも

のであります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ４００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４０億

１，９００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 なお、今回の補正につきましては、人件費の

補正を計上していることから、給与費明細書に

ついて御説明申し上げますので、６７ページ、

６８ページをお開き願います。 

 （１）総括の、補正前との比較ですが、給与

費では２９８万４，０００円の増、共済費では

６２万４，０００円の増、合計で３６０万８，

０００円の増となり、退職手当組合負担金３９

万２，０００円の増と合わせますと４００万円

の増額となるもので、いずれも人事異動に伴う

増額であります。 

 （２）給料及び職員手当の増減額の明細、
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（３）給料及び職員手当の状況につきましては

御参照いただきたいと存じます。 

 以上が給与費明細書であります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明でござ

いますが、重複説明を避けるため、事項別明細

書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、５８ページ、

５９ページをお開き願います。 

 １款総務費１項１目一般管理費に４００万円

を追加し、補正後の額を５，４９７万８，００

０円とするものでありますが、職員人件費につ

いて、職員の人事異動に伴い給料等をそれぞれ

増額するものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 ５６ページ、５７ページをお開き願います。 

 ７款繰入金１項５目その他の一般会計繰入金

に４００万円を追加し、補正後の額を８，５２

３万５，０００円とするものでありますが、事

務費繰入金を増額するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第６３号平成３０年度上山市介護保険特別

会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決

すべきものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６３号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○中川とみ子委員長 以上で当委員会に付託さ

れました議案の審査は終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは正副委員長に御一

任願いたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは正副委員

長に一任することに決しました。 

 これにて予算特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１１時１２分 閉 会 
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